
〈研修内容〉
○講義「わかる ことは かわる こと～社会的障壁体験～」

講師 長野メディエーション研究所 代表 依田 哲郎 氏

○演習１ 聴覚・視覚障がい体験 １０：００～１２：００

○演習２ 肢体不自由・発達障がい体験 １３：００～１５：５０

出会いと対話でつくる共生社会

地域づくり推進研修 令和８年(2026年)８月４日(火)

この講座では社会的障壁体験を通して、障がいにより制限を受けたときの当事者の
思い、どんな手助けを求めたくなるかなどを理解し、必要な支援のもとに同じ社会に
生きる仲間として関わり合う楽しさを学びました。
社会的障壁体験と多様な立場の受講者同士の対話を通して、障がいのある方への理
解を深めるとともに、その学びを学校や地域、職場等での実践に生かそうとする意欲
の向上につながる講座となりました。

受講者アンケートから

●聴覚視覚障害者の人たちは、たくさんの苦労・負担を抱えていることを学びました。

見えないこと、聞き取りにくいこと、聞くことができないことはとても大変だ！ さま

ざまな障害について実践的に学べてよかった。特に視覚障害のある方はかなり神経

を使われているのだと思いました。（一般）

●発達障害や学習面に関しては、支援をきちんとしていかなければいけないと思った。

自立するためにはさまざまな支援やサービスを活用していくことが必要であり、社会

全体が理解をもって関わっていかなければならないと思った。（一般）

●「真の自立とは」という問いに対し、「孤立することではなく、依存できるところを増や

し、社会とつながれるようにすること」という部分に納得しました。これは障害の有無

に関わらず、すべての人に通じることだと思います。（学校教職員）

障がいの有無に関わらず共に学び、楽しむ日常を
～社会的障壁体験を通して『わかる』から『かわる』～

（受講者１２名）
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